
令和４年度一般社団法人長野県国保地域医療推進協議会事業報告 

 

 令和４年度の事業実施にあたっては、事業計画に基づき、市町村、県及び医療関係団体との緊密な

連携のもとに、保健事業関係者の研修、地区住民組織の育成強化及び国保直診施設に対する医師紹介

等に積極的に取組み、国保地域活動による地域住民の健康をつくり守る運動を展開するとともに、市

町村の保健事業等の推進を支援した。 

 

1 総会・理事会・監事会の開催 

事業の名称 年月日 概   況 

通常総会 R4.7.29 

（長野市） 

○報告事項 

１ 令和 3年度事業報告 

２ 令和 4年度事業計画 

３ 令和 4年度収支予算 

○議決事項 

１ 令和 3年度決算 

臨時総会 R5.2.27 

（長野市） 

○議決事項 

１ 役員の選任 

定例理事会 R4.7.8 

（長野市） 

 

○議決事項 

１ 令和 3年度事業報告 

２ 令和 3年度決算 

３ 通常総会の招集 

R5.2.7 

（長野市） 

○議決事項 

１ 令和 5年度事業計画 

２ 令和 5年度会費の賦課 

３ 令和 5年度収支予算 

４ 臨時総会の招集 

臨時理事会 R5.3.3 

（書面決議） 

○議決事項 

１ 事務局長の任免 

監事会 R4.6.28 

（長野市） 

R4.7.1 

(長野市戸隠) 

○監査事項 

１ 令和 3年度事業報告 

２ 令和 3年度末貸借対照表 

３ 令和 3年度正味財産増減計算書 

４ 令和 3年度正味財産増減計算書内訳書 

５ 財務諸表に対する注記 

 

 

 

 

 



2 医療要員確保対策 

事業の名称 年月日 概   況 

医師確保対策事

業の推進 

随 時 

 

 長野県医師紹介センター(無料職業紹介所)の運営により、医師

欠員及び不足の自治体立診療機関を中心に、地域医療の確保のた

め医師の招聘に努めた。 

・長野県医師紹介センターホームページに求人情報を掲載 

・医師募集 Webサイト「e-doctor」、フリーペーパー「道の駅長野

県版」、雑誌「山と渓谷」に広告掲載 

・求人状況 

区分 
公立医療機関 一般医療機関 計 

機関数 求人数 機関数 求人数 機関数 求人数 

病 院 10 35 2 3 12 38 

診療所 4 4 0 0 4 4 

歯 科 0 0 0 0 0 0 

その他 0 0 0 0 0 0 

計 14 39 2 3 16 42 

・求職状況 

  １名 

・紹介成立（就任/内定）状況 

  紹介成立なし 

 

医師定着化助成

事業交付金の交

付 

R5.3  診療施設の医師確保と定着化を図るため、国保診療施設への医

師派遣・技術交流を実施した診療施設と、医師研修・研究事業を実

施した診療施設に対して助成金を交付した。 

・交付総額  2,026,000円 

・交付施設  9病院、8診療所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 健康管理対策 

事業の名称 年月日 概   況 

健康管理シリー

ズの発行 

随 時 

（10回） 

 国保診療施設の医師の執筆による、やさしい医学を主題としたリ

ーフレット「信濃の地域医療」を発行し、地域住民の《自分たちの

健康は自分たちでつくり守る》意識の高揚に資した。 

 

発行月 テーマ 

5月 親知らずについて 

6月 「家庭医」をご存知ですか？ 

7月 フレイルについて 

8月 「突発性難聴」と類縁疾患 

9月 不妊治療について 

10月 脳梗塞、特に心原性脳塞栓と心房細動について 

11月 気管支喘息について 

12月 なかなか治らない背骨の骨折後のリハビリテーション 

1月 いぼの診断と治療について 

2月 骨折とひび 

≪1回の発行部数：約 9,000部≫ 

 

被保険者健康教

育教材の共同利

用 

随 時  健康管理に対する住民の意識高揚のため、健康教育用機器等を貸

出し、市町村の健康まつり等に活用された。 

 

教材名 回数 教材名 回数 

妊婦体験ジャケット 38回 乳房モデル（設置型） 1回 

沐浴 BABY 23回 乳房モデル（装着型） 0回 

スモーカーライザー 0回 食育 SATシステム 8回 

スモーキングボード 0回 のぼり旗（2色） 0回 

8電極方式体組成計 5回 のぼり旗（4色） 0回 

デュアル周波数体組成計 8回 らくらくウェルネス 7回 

超音波骨量測定装置 33回 血管美人 7回 

BCチェッカー 4回 イベントベスト 0回 

メタボリ先生 20回 健康教育用パネル 35回 

脂肪モデル 3回 計 194回 

タールサンプル 2回 延べ数 87市町村 
 

 

 



4 学会・研修会の開催 

事業の名称 年月日 概   況 

第 66 回長野県国

保地域医療学会 

 

R4.6.26 

（東御市） 

ｵﾝﾗｲﾝ併用 

 

 

少子高齢化が進む中で、地域住民のニーズに応えた保健・医療・

福祉・介護を包括する地域医療を展開するため、関係者の相互研鑽

と緊密な連携を図り、もって地域住民の健康増進に寄与することを

目的として「地域医療の未来を考える」をメインテーマに、集合と

オンライン（YouTube ライブ配信）併用のハイブリッド形式で開催

した。 

 

○学会長 

  東御市民病院 院長 岩橋 輝明 氏 

○特別講演 

 演題： 「近年の医療制度改革と公立病院経営」 

 講師： 九州大学  名誉教授 尾形 裕也 氏 

○研究発表 

  口演形式 12題   

○パネルディスカッション 

 「保健・福祉・教育・スポーツとともに歩む地域医療」 

（基調講演） 

 演題： 「スポーツ医学の地域医療への応用 

－からだを育み、心を育み、絆を育む－」 

 講師： (一社)東京健康リハビリテーション総合研究所

代表理事・所長 

 

  東京大学名誉教授 武藤 芳照 氏 

（パネリスト） 

 ・ (一社)東京健康リハビリテーション総合研究所代表理

事・所長 

 

  東京大学名誉教授 武藤 芳照 氏 

 ・ 東御市立みまき温泉診療所長 齋藤 文護 氏 

 ・ 公益財団法人身体教育医学研究所長 岡田 真平 氏 

  一般社団法人 Sany TOMI 

クラブマネージャー（専務理事） 上薗 美千代 氏 

（コーディネーター） 

  岩橋 輝明（東御市民病院長）  

≪出席者：集合 83名、オンライン 40名≫ 

 



事業の名称 年月日 概   況 

第 62 回全国国保

地域医療学会 

R4.9.16～ 

4.9.17 

（千葉県） 

 

 国民健康保険制度並びに地域包括医療・ケアの理念に則り、国民

健康保険診療施設関係者等が参集し、地域医療及び地域包括医療・

ケアの実践の方途を探求するとともに、関係者の相互理解と研鑽を

図ることを目的に開催された学会に参加した。 

 

○メインテーマ 

「コロナ・自然災害時代のニューノーマルを見据えたこれからの

地域医療構想、地域包括医療・ケアの展望 

～ 地方再生こそ、日本の未来を担う ～」 

○長野県からの研究発表等参加者 

＜専門分科会司会者＞ 

佐久市立国保浅間総合病院 医師   奥山 秀樹 氏 

＜研究発表＞ 

松本市立病院       外科科長 黒河内 顕 氏 

＜ポスター発表＞ 

組合立諏訪中央病院    医師   星野  諒 氏 

  ＜参加者：13 名（うち医師 6名）＞ 

 

直診医師・保健師

等研修会 

R5.3.4 

（松本市） 

 

 国保直診医師並びに市町村及び国保診療施設に勤務する保健師、

看護師、栄養士等、保健・医療・福祉等に携わる各職種並びに事務

担当者の相互研鑽と連携を図るとともに、保健予防と在宅支援活動

を積極的に推進し、地域医療を確保することを目的に開催した。 

 

○講演「認知症予防に関する最新の知見」 

講師 国立研究開発法人国立長寿医療研究センター 

           研究所長       櫻井  孝 氏 

○講演「レセプトデータを用いた臨床研究・医療経済研究」 

講師 東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻 

臨床疫学・経済学教授 康永 秀生 氏 

＜出席者：49名＞ 

 

国保診療施設事

務長・事務担当者

会議 

R4.8 

（辰野町） 

【中止】 

国保診療施設の経営・運営上の諸問題について協議・研修を行い、

診療施設の健全運営に資するため毎年８月に開催しているが、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止とした。 

 



事業の名称 年月日 概   況 

医療・福祉に必要

な多職種連携研

修会 

R4.11 

（茅野市） 

 

【中止】 

 

地域包括ケアシステムの推進に必要な多職種連携のための実践的

なスキルとしてのチームビルディングを習得し、さらには多職種の

理解を深める事で業界・職域を超えた連携協働をもって地域で活躍

できる人材を育成するために 11 月の開催を予定していたが、新型

コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から中止とした。 

 

 

5 地区住民組織（保健補導員等）の育成強化 

事業の名称 年月日 概   況 

保健補導員等の

組織状況調査 

R4.7 「自分たちの健康は自分たちでつくり守る」ための保健補導員等

地区住民組織の活動状況・予算等の実態を調査した。 

・設置市町村数 68市町村 

・保健補導員数 9,407人 

 

第 37 回市町村保

健補導員会等正

副会長研修会 

R4.7.20 

（塩尻市） 

保健補導員会等正副会長の地域におけるリーダーとしての資質向

上を図るために研修会を開催した。 

 

○情報提供 

「長野県のコロナに負けない健康づくりの支援」 

  講 師 長野県健康福祉部健康増進課 

歯科口腔保健推進医監 田上 真理子 氏 

課長補佐       井澤 紀子  氏 

○講演 

「食べることが生きること 

 ～オーラルフレイル予防から健康長寿を支える～」 

  講 師 長野県歯科医師会 会長 伊藤 正明 氏 

≪出席者 120名≫ 

 

代議員・支部事務

担当者合同会議

及び研修会 

  保健補導員会等連絡協議会事業の推進のため、代議員・支部事務

担当者合同会議を開催するとともに、併せて資質向上のための研修

会を開催した。 

R4.6.9 

（松本市） 

（第 1回） 

 

○協議事項 

１ 令和 4年度事業の具体的実施 

２ 支部事業交付金 

○研修会 

 講 話 「心不全にならない 心不全になっても安心な地域を目

指して ～心不全外来の現状と取り組み～」 

 講 師 諏訪中央病院循環器内科部長兼 



事業の名称 年月日 概   況 

     救急総合診療センター副センター長 

若林 禎正 氏  

≪出席者 22名≫ 

 

R5.3.8 

（松本市） 

（第 2回） 

○協議事項 

１ 令和 5年度事業の具体的実施 

２ 支部事業交付金 

○研修会 

 講 話 「認知症の症状と治療」 

 講 師  矢彦沢内科・脳神経クリニック 

矢彦沢 裕之 氏 

≪出席者 17名≫ 

 

住民組織育成の

ための保健補導

員担当者研修会 

R4.8.17 

（Web開催） 

 

 市町村保健補導員等の活動を育成・支援する事務担当者が、各組

織活動の現状と課題を共有し、活動の活性化に資するために研修会

を開催した。 

 

○講 演・ディスカッション 

「地域に「ベストプラクティス」を根付かせるためには 

―実装科学の視点でみた住民組織育成のヒント―」 

 講 師 長野県立大学大学院 健康栄養科学研究科 

           准教授  今村 晴彦 氏 

≪参加者 32名≫ 

 

第 48 回長野県保

健補導員等研究

大会 

R4.10.7 

（塩尻市） 

 

県下の保健補導員等が、「自分たちの健康は自分たちでつく

り守る」という趣旨を確認し合い、今後の活動に生かすこと

で、健康づくり事業の一層の推進に寄与することを目的とし

て開催した。なお、新型コロナ感染症の感染拡大防止の観点か

ら、会場集合人数を制限し、当日の様子を撮影した映像を、後

日 youtube 配信及び DVD を配布し、市町村での研修会等で視

聴できるものとした。 

 

○特別講演 「健康長寿長野県の食文化と健康」 

講  師  長野県立大学 健康発達学部食健康学科 

教 授  中澤  弥子 氏 

 

○講  演 「これからの保健補導員の役割を考える」 

講  師  長野県立大学大学院 健康栄養科学研究科 

准教授  今村  晴彦 氏 

≪参加者 1,030名≫ 

                   （後日視聴見込み含む） 



事業の名称 年月日 概   況 

「長野県保健補

導員会等連絡協

議会」の育成 

随 時 「長野県保健補導員会等連絡協議会」の支部活動の充実強化と育

成のための助成金を交付した。 

・保健補導員等支部活動交付金    1,500,000円 

  （長野県国民健康保険団体連合会） 

・保健補導員会等連絡協議会交付金  1,500,000円 

  （長野県国保地域医療推進協議会） 

 

「保健補導員等

活動のしおり」の

作成・配布 

R5.3  保健補導員等の日常の活動における指針、保健、福祉に関する情

報及び医療保険制度の概要等をまとめた冊子「保健補導員等活動の

しおり」を作成・配布した。（国保連合会国庫補助対象事業） 

 

 

6 会議・保健師活動等 

事業の名称 年月日 概   況 

保健師の設置 R4.4～ 

R5.3 

 保健事業活動の充実強化を図るため嘱託保健師を置き、保健師活

動の検討と助言、保健師研修計画の企画・立案及び保健補導員等住

民組織の育成強化対策を行った。 

 

○市町村保健師支援 

・データヘルス計画策定のための訪問支援     （10市町村） 

・保健補導員等研修会等講師及び助言者としての派遣（2市町村） 

  （国保連合会国庫補助対象事業） 

保健師設置状況

等調査 

R4.7  保険者の多様な保健事業の充実促進を図るため、市町村における

保健師の設置状況と業務内容を調査し、その結果を保険者ネットワ

ークの共有書庫で提供した。 

（令和 4年 10月提供） 

 

・保健師設置市町村（正規職員） 77市町村 

・保健師総数（正規職員）    897名 

 



事業の名称 年月日 概   況 

国保保健師会幹

事会 

R4.5.13 

（Web開催） 

 

R4.10.14 

（Web開催） 

 

R5.1.18 

（Web開催） 

 

 国保保健師会の運営及び長野県国保連合会、長野県国保地域医療

推進協議会、保険者協議会等保健事業並びに長野県保健補導員会等

連絡協議会事業について協議しているが、新型コロナウイルス感染

症の感染拡大防止の観点から、全３回とも Web開催とした。 

 

○協議事項 

・令和 4年度事業計画と具体的内容 

・令和 4年度事業の具体的実施及び令和 5年度事業 

・令和 5年度事業計画及び具体的推進 

 

在宅保健師等の

組織活動の支援 

  長野県在宅看護職信濃の会の会員相互の連携と組織強化を図りつ

つ、会員各自が身に付けた知識と技術を生かし、市町村等における

各種保健事業を積極的に支援するとともに、会員がさらに研鑽を深

め、真に健康で生きがいのある専門職としての輪を広げるため研修

会等を開催した。 

R4.9.14 

（松本市） 

（第 1回） 

 

○情報提供 

 報告（DVD視聴） 

「在宅保健師会の活動の推進に向けて 

 ～都道府県在宅保健師会に係る調査結果を踏まえて～」 

 国民健康保険中央会保健事業専門幹 三好 ゆかり 氏 

○講  演 

「無常を生きる」 

～新型コロナウイルス感染症がもたらしたもの～ 

薬王山東昌寺    住職     飯島  惠道 氏 

     ≪会員 29名参加≫ 

R5.3.1 

（長野市） 

（第 2回） 

○40周年記念講演 

「人生の終わりに向け、どうやって生きていくか」 

愛和病院 副院長         平方 眞 氏 

≪会員 52名参加≫ 

在宅保健師等を

活用した健康寿

命延伸のための

市町村支援事業 

随 時  在宅保健師等を活用し、市町村が実施する健康寿命延伸のための

疾病予防、健康増進、介護予防等の事業の円滑な実施と充実強化を

支援することを目的として、市町村支援事業を実施した。 

（国保連合会国庫補助対象事業） 

・支援市町村   ４市町村 

・支援実施者数  延べ 25名 

・支援実施回数  15回 

 



事業の名称 年月日 概   況 

在宅保健師等を

活用した特定健

診受診勧奨事業 

随 時  市町村が実施する特定健診の受診率向上を図るため、特定健診未

受診者等に対し、在宅看護職信濃の会の会員が希望市町村の実情を

考慮し、選定した市町村に赴き電話での受診勧奨等の支援を行った。 

（国保連合会国庫補助対象事業） 

・支援市町村   3市町村 

・支援実施者数  9名 

 

関係機関との連

絡協調 

随 時  長野県国保直診医師会、長野県在宅看護職信濃の会、長野県保健

補導員会等連絡協議会等関係機関との連絡を密にして、地域医療の

推進に努めた。 

 

 


